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ボ ー ダ ー ・エ コ ノ ミ ー
一 サバ にお けるブギス移民 の生活戦略一
伊 藤
?
1は じめに一 ボ ーダー レスの中のボ ーダ 一ー・エコノ ミー
本稿であつかうのは、マ レーシア ・サバ州におけるイン ドネシアか らの移民、そ
のなかで もっとも多数 を占めると見 なされているブギス移民')の生活戦略について
である。
南スラウェシをホームラン ドとするブギス人は17世紀末 よ り島撰部各地 にコロ
ニーを建設 し、その旺盛 な交易活動で知 られてきたが、今 日のサバにおける彼 らの
生活戦略を特徴づけるのは、ボーダー(国 境)を 前提 とした生業のあ り方である。
そう した生活戦略 をここでは 「ボーダー ・エ コノミー」(bordereconomy)と呼 ん
でおこう。「ボーダー ・エコノミー」 とい う語は、経済学では、国境 を接す る二国
間の相互協力に もとつ く経済を指 し、「国境経済」 とも訳 される。それ に対 して、
ここでは境界的な地域 における人々の生活の仕方 に焦点をあてこの語を用 いてい
る。
今 日、グローバル化の中で 「ボーダーレス」化が進行 し、モノ、人、情報が比較
的 自由に行 き来する経済のあ り様 は 「ボーダーレス ・エ コノミー」 とも呼ばれてい
る。そ うした 「ボーダーレス ・エ コノ ミー」 と、ここでい う 「ボー ダー ・エ コノ
ミー」 とは、 ことばの上では対立するようでいて、実際は互いに対立 し合 うもので
はない。む しろ、ボーダーレス的な状況の中においてなおかつボーダーが存続す る
か らこそ、二国間の経済協力がアジェンダにな りうるように、そこに生 きる人々に
とって も、ボーダーの存在 とボーダー レスな状況 とは、不即不離な関係である。た
とえば、ボーダーのこち ら側 と向こう側のあいだに存する大きな価値 の差異に目を
つけて、密輸 して一稼 ぎしようとする者 もいれば、自らの労働 を商品 として高 く売
ろうとする者 もいる。いいかえるならば、鉄壁の ようなボーダーでは、 リスクが大
きす ぎては じめか ら話 しにならないかもしれないが、ボーダーとボーダー レス的状
況 とが微妙な均衡状態にあれば、人々はその綱渡 りに興味を示すだろう。実際、そ
うした微妙なバ ランス状態の上にあるボーダーというのは、世界の諸地域でそれほ
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どめずらしくない し、少 なくともマ レーシア とその近隣i諸国地域 との問の関係 は、
そうした事例のひとつにな りうるのである。
とはい うものの、本稿の目的は、ボーダー一般 についての考察 をお こなうことで
はな く、冒頭で述べ たように、ブギス人移民 の生活戦略 を傭鰍 的に表す語 として
「ボーダー ・エコノミー」なる語 を用 いてい るにす ぎない。かれらはどの ように
ボーダーを越 えるのか、それはどのような条件において可能なのか。ボーダーはど




南スラウェシから見 てサバ2)は、 もっとも近い国外の地である。両者 を隔ててい
るのは、東西 に細長 く弓状にのびる北ス ラウェシとフィリピン南部のスールー諸島
によって囲まれたセ レバス海である。サバに至 るには南スラウェシからはマ カッサ
ル海峡を横断 し、東 カリマ ンタン州沿岸部 にそって北上するだけで よい。
今 日、南ス ラウェシからサバに向かう場合、マカッサルから北へ約180キロの距
離 にあるパレパ レ港か ら定期船に乗るのが一般的である。南スラウェシの人々だけ
でなく、東 ヌサ ンタラ州 フロー レスなどからの移民 もこのルー トを利用す る。3社
の船が週に計11便 もある。パ レパ レを出発 すると一晩の航海で東カリマ ンタン州
北部のヌヌ カン島(2003年より郡か ら県 に昇格)の 港 に到着す る。ヌヌ カン島は
カリマンタン島本土か らはス ピー ドボー トで2時 間ほ どの海上にあって、む しろサ
バ との距離の方が近い。乗客はヌヌカンでパスポー ト、査証、 もしくは越境パスな
ど3)の手続 きをおこなった後、定期船 フェリーでサバ州南端 の町 タワウに向か う。
あるいは、ヌヌカン島の北東に隣接するスバティック島にまず渡 り、そこでタワウ
か らの求人情報 を待つ場合 もある。スバティック島は、島の東西をインドネシア領
とマレーシア領を分かつ国境線が横切るサバ にもっとも近い島であ り、タワウから
ス ピー ドボー トでわずか15分 ほどの距離だか らである。 なお、ヌヌカン、スバ テ
ィックには、サバでの仕事 を紹介する通称 「チ ャロ」(calo)と呼ばれる斡旋業者
が数多 く存在する。政府はチャロを仲介 とす ることに警告 を発 しているが、手続 き
の煩項な県の職業紹介所を利用するよりも、チャロを介 して職場探 しす る方が一般
的である。但 し、こう した仲介者 を通 さず、親族 ・知人を頼 って(密)入 国す る
ケース も少な くない。
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2-2歴 史的背景
タワウはサバ とイン ドネシア とを結ぶ国境の町である。岸壁に立つ と目の前にス
バティック島の島影が見え、ボー トが タワウとスバティック島の間を頻繁 に往来 し
ているのがわかる。大半は、越境パス を使って、物資を運搬する船である。イン ド
ネシアからの移民、出稼 ぎ者の大部分がこの町からサバ に上陸 し、まずはこの町の
周辺で職探 しをおこなう。
実際、タワウはブギス人にとっても、サバ において古 くか らもっともなじみ深い
町であ り、 しば しばサバ における 「ブギスの故郷」4)ともいわれるほ どであ る。町
の中央にあるモスクは、富裕なブギス人の寄進@盈 げ)に よるもので、宿のない
到着 したばか りの移民 らは、 しばしばこのモスクで夜 を過 ごすという。
タワウ地域 を中心 にブギス人 とサバ との関わ りを見た場合、おお よそ4つ の時
代、すなわち、① 「スールー ・ゾーン」の時代 、② イギ リス北ボルネオ会社統治か
ら日本軍占領期まで、③ イギ リス統治時代、そ して④マ レーシア独立から現在に至




れた地域は、オース トラリアの歴史家 ワレンによって 「スールー ・ゾーン」 と名づ
けられた ように、ホロ王国を中心 とした一大交易地域 をなし、ブギス人はタウスグ
人 と並んでそ こでの交易の担い手 として重要な役割 を演 じた。当時、ブギスはセ レ
ベス海 とマカッサル海峡沿岸部にい くつかの交易拠点(北 スラウェシのマナ ド、 ト
リ トリなど)を 確立 していた。ブギス人 は、香料(ク ローブ、ナ ツメ グ、黒胡
椒)、ツバ メの巣、砂糖、米、綿布、そ して奴隷 といった交易品 をもって きて、そ
れ と交換に、銃 ・火薬、兵器な どを得ていた。ホロのスルタンとブギス との貿易は
1870年頃には終わ りをつげるといわれるが、その頃になる とすでにタワウに定着
するブギス人が現れ始めていた。交易者 として交易品の採集や食糧 ・水の補給のた
めに一時的 にサバを訪れ逗留する者はそれ以前か らあった といわれるが、初期の定
着者 として名 を残 しているのは漂着者 とその子孫 たちである。
タワウにおける初期の定着者の由来についてはふたつのバージョンがある。いず
れ もブギスの一団を乗せた船が難破 し、乗組員の一部が タワウの地に上陸すること
になるのだが、ひとつのバージ ョンによれば、 シンガポールに向か う航海 中に難
破、漂着 したといい、 もう一方のバージ ョンでは、オランダとの戦いに敗れたこと
を恥 とす るボネ王国の貴族たちの一団がボネを出帆 したが難船 し、その一部の者が
タワウに漂着 した とい うものである。オランダとボネ王国の戦い といえば、1840
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年、または1865年頃の出来事であるが、いずれ もそれ を支持する記録や伝承はな
く曖昧である。19世紀後半の タワウについては、その当時、ティ ドゥン人が移動
農耕 をおこなっていたことが人々の間でおぼろげに記憶 されている ぐらいである。
②北ボルネオ会社統治期から日本占領期
サバ州の前身は、1882年、ブルネイ王およびスールー王の領地 を北ボルネオ会
社が買収 したことに始まる。在来の住民 としては内陸部 にカダザ ン ・ドゥスン人、.
イバン人、ムルット人など、沿岸部 にバジャウ人、マレー人などが居住 していた。
北ボルネオ会社は統治開始後 まもな くプランーション経営 に乗 り出すが、元来、人
口稀薄な地域であるため、外部か ら労働者(ジ ャワ人、中国人)や 資本(日 本)を
導入 した。
タワウには、1892年に北ボルネオ会社の支局が設置 された。その当時、登録 さ
れた住民数はわずか200人前後であ り、町の 中心部の土地 をもっていたのは 「プ
ア ・ア ド」5)と呼ばれ るブギス人だった。この人物は、先 の初期定着者の一人であ
り、その指導力から北 ボルネオ会社 によって最初のネイテ ィヴ ・チーフ(Penghulu
=NativeChief原住民首長)に 任命 されている6)。
北 ボルネオ会社の統治時代、タワウ周辺におけるブギス人移住者の増加は微々た
るものに過 ぎなかった。オランダ領東イン ド(現在のインドネシア)か らの労働移
動の主力は もっぱ らジャワ出身の契約労働者であった。1920～30年代 を知る古老
によれば、その当時にブギス人が最初に拓いた集落 としてカンポン ・スンガイ ・イ
マム(kampongsungaiimam)と1937年に拓 かれたカンポ ン ・ラングゥ(Kampong
Ran8gu)があったが、いずれ も世 帯数20戸 を越 え る ものでは なかった。「ス ー
ルー ・ゾーン」 を構成 した巨大 な交易圏 はもはや存せず、貿易 は北ボルネオ会社
と、急速 な勢いで商業活動 を拡大 させていた中国系商人によって掌握 されつつあっ
たから、もはやブギス人がその領域 に介入する余地はなかったのである。
なお付 け加 えるならば、北ボルネオ会社時代 、タワウ郊外には日本人経営 による
農園がい くつか拓かれた7)。日本人が最初 に農園経営 に乗 り出すのは1912年であ
り、その後、窪 田農園、久原農 園が拓かれた。久原農 園はその後、 日産農林 と改
称、サバ における最大規模のモステン農園を拓いた。日本人による農園経営 には、
日本人労働者が多 く採用 され、園内には日本人小 学校 も建設 された。それはいわ
ば、「日本人村」の観 をな した。この 日産農林の農園は、戦後イギリスによって没
収 され、「ボルネオ ・アバ カ ・株式会社」(通称BAL)エ ステー トとして生 まれ変
わるのである。
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③イギ リス統治時代(1945～1963)
第2次 世界大戦後、北ボルネオ会社はサバ経営か ら撤退 し、代わってサバ は 「イ
ギ リス領北 ボルネオ」(BritishNonhBorneo)と呼ばれるようになる。サバの イギ
リス統治下において 「ボルネオ ・アバカ ・株式会社」(BAL=BorneoAbacaLit.)の
エステー トが タワウ近郊に開かれた。ゴム、麻 を主に栽培 し、同地域では最大規模
の ものであった。同エステー トは1953年にカカオの試験栽培 を開始 し、それ以
後、エステー ト労働者 としてイン ドネシア人を多 く雇用 したが、その半ば近 くがス
ラウェシのブギス人であった。エステー トでの労働 は厳 しかった とい うが、園内に
は家屋、学校、医療施設 も備えられてお り、1950～60年の問、政治的混乱期8)にあ
ったスラウェシと比べればはるかに生活 は保証 されていた9)。
1963年初頭 は、スカルノによる、マ レーシア構想に対す る「対決政策」(konjUron一
纐:コ ンフロンタシ)に より、マ レーシアとイ ンドネシア両国の政治関係 が極度
に緊張 した時期であった。インドネシアか らの労働者 は帰国す るか、マレーシア国




して加わった。1970年代 に入 るとサバでは森林産業が拡大 し、一方エステー ト事
業 もそれまで以上 に外国人労働者を雇 うようになる。 とくに、独立後は じめての多
民族政党 とい われ る 「ブルジ ャヤ」(Berjaya)が政権与党 になる(1976～1985)
と、移民 を積極的に導入 し、不法移民に対 して も寛容 な政策が とられた。外国籍の
者に対 しては、「国民登録 身分証明書」(theNationalRegistrationIdentitiyCards、通
称 「ブルー ・カー ド」 と呼 ばれる)の 発行することで、イン ドネシアからの出稼 ぎ
者、不法移民の大量な流入 を加速化 させ ることになった10)。
なお、イ ンドネシアか らの移民が増大 した1970年～80年代の時期、移民 を送 り
出す側の南スラウェシでは村落社会 における生産人口の流失が問題視 されるように
なった。 また、おもな出稼 ぎ ・移民先が、スマ トラ(ジ ャンビ、 リアウ)か ら東 カ
リマンタンへ と移 りつつあることが指摘 されている。南スラウェシの村人は、出発
にあたり村役場に行 く先 として 「東 カリマ ンタン」 と報告するが、そのかな りの部




どの専門職に就 く者 も現れ始め、ブギス移民社会 における新興のエリー ト層 を形成
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するようになった。彼 らの多 くはBALエ ステー トない しタワウでほぼ同 じ時期 を




てきた。繰 り返すならば、サバ州の産業の きわだった特徴 は、その大小多数のエス
テー トと木材業であ り、それ らにおける外国人労働者への依存度の高 さである。エ
ステー トでは、商品作物 としては戦前においては、 タバ コ、 ゴム、麻、近年 におい
てはココヤシ、カカオ、油ヤシと推移 し、最近ではとくに油ヤシ生産の占める比重
が圧倒的に高い。他方、エステー ト経営を支 える労働の大部分は、隣国か らの外 国
人労働者、 とくにインドネシアか らの労働者 に頼 っている。サバ経済は外国人労働
者な くしては成 り立たち得ず、他方、イン ドネシア、フィリピンな ど隣国における
労働市場 の狭 さとマ レーシアとの大 きな賃金格差が、つねに外 国人労働者 を引 きつ
ける導因とな り今 日に至 っているのである。
皿 ボーダー領域 としてのサバー新聞記事から読むボーダー領域
従来から、多 くの外来者を招 き入れ、さまざまなナショナル ・アイデンティティ
をもつ人々が共存するサバは、それ全体がひ とつのボーダー領域 をなすといって も
よいだろう。ここでは新聞記事 を手がか りとして、そうしたボーダー性 を表す もの
としての不法居住地域、不法滞在者(人 の流れ)、そ して不法な物のながれ として
の密輸に注 目してみたい。
(1)不法居住地(ス クォッター地域)
サバでは不法居住地を容易に見出す ことがで きる。郊外 に広がる住宅地 とは対照
的 に、小ぶ りな杭上家屋が海岸縁 にへば りつ くように密集 している区域をところど
ころに見かける。あるいは、丘の急 な斜面に不 自然 に並 んだ小屋 を見かけたなら
ば、それらは不法居住地であると思 ってほぼまちがいない。
ところで、そ うした不法居住地の住民は必ず しも不法滞在者であ るとは限 らな
い12)。都市で生業を立てる地方出身者、マレーシアに長 らく暮 らしているフィリピ
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セン トサ、そ して町はずれの沿岸部にあるカンポン ・ティティガン(通 称、カンポ
ン ・アイスボ ックス)、カ ンポン ・ヒダヤ ッ トである。カンポ ン ・セン トサは南ス
ラウェシか らの トラジャ人がまとまって暮 らしお り、すでに落ち着いた村の体 をな
している。これに対 して、カンポン ・アイスボ ックス、カンポン ・ヒダヤッ トは、
フィリピン南部出身者やイン ドネシアか らのイスラーム住民が多いといわれ、 しば
しば、入国管理局 による一斉検査 が行われている。1998年3月に実施 された この
ふたつの不法滞在地 における一斉検査 によれば、3555人中162人が不法入国者で
あったと報道 されてい る13)。また、2001年3月に実施 された同地域 にお ける一斉
検査では、4757人中1036人の住民及び不法滞在者が検挙 され、その内の1人 は身
分証明書及び越境パス14>の偽造団のメンバーであるとの容疑で逮捕 されている15)。
不法居住地は、都市整備 を行お うとする政府に とっては望 ましくない存在であ
る。 とりわけ、カンポン ・アイスボックスのような ところは、劣悪な衛生状態でか
つ犯罪の温床 とも見 なされている。けれ ども、こうした不法居住地は、容易になく
なるとは思えない。 というは、人の止め ようのない流れがある限 り、そ うした人々
を一時的に受け とめる緩衝地帯 としての役割 をつねに期待 されているか らである。
(2)不法滞在者
マレーシアにおける不法滞在者の数は、取締規則 の強化 に応 じて、上下変動 を繰
り返 してい る。たとえば、1992年9月サバ州副首相 はつ ぎの ように指摘 してい
る。
「サバ全体では80万人以上の外 国人がいると考 えられ、そのうち7万 人は避難民
として分類 され うるが残 りは、正規の旅行書類 を所持 しない不 法移民であ る。」
(1992年9月21日付デイリー ・エスクプレス紙)
ここでいわれる 「7万人の避難民」 とは、政治難民 として認定 されたフィリピン
南部か らの人々であ り、その残 りは不法移民であると見なされているわけである。
但 し、不法労働者の正確 な数値は、事柄の性質上か らその実態は把握困難である。
タワオ市当局は、「イン ドネシア、フィリピンか らの不法入国者数が、タワオの
居住者数を上回った と発表 した。マレーシア市民247,000人に対 して不法入国者は
お よそ25万人いることを明らかに した。 また同時に、連邦政府サバ支局が数年間
調査 した結果 によれば、不法入国者 は58,784人に過 ぎないことに疑問を呈 した。」
(1995年11月9日付けデイリー ・エスクプレス紙)
より最近の状況 について述べ ると、2002年8月か らマ レーシア政府 は新入国管
理法を施行 した。違反者 には罰金並びに鞭打 ち刑 を科 す という厳 しい内容の もの
で、刑罰を恐れたイン ドネシアか らの不法労働者たちの多 くがヌヌカ ンに殺到 し
た'6)。これを期 に、マ レーシア政府は 「我々の国の不法滞在者 は一掃 された」 と宣
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言 したが、その2年 後 には再 び 「70万人の不法労働者が送還 され る」(2004年10




しないのに加え、マ レーシアでの雇用主側 の問題 として、不法労働者の方が賃金を
安 く済み、またいつで も解雇で きるとい う事情がある。さらに、より構造的な問題
として、現実にはエステー ト、工場からの需要があるにもかかわらず、マ レーシア
政府が建前 として未熟練労働者の入国を受 け入れない方針 をとっていることに帰着
するとの指摘がある17)。こうした結果、「毎週50人 ～200人をイン ドネシア側 に送
還」 し、数年おきにエクソダス(大 脱出)が 繰 り返 されることになるのである。
(3)密輸
サバの経済は北ボルネオ会社統治以来、エステー ト産業 とバ ーター貿易(barter
trading)によって支えられて きた。バーター貿易 は政府公認の、現在で も継続 して
いる有効な取引方法である。 インドネシアとサバ州政府 との協定 により、スバティ
ック島ウォー レスベイ(地 名)で 公式の 「バーター貿易」がおこなわれてお り、サ
バか らは40の企業が参加 し、「タワウ ・バータ・一・一貿易協議会」 を結成 している。ま
た、タワウにバーター貿易取引用の港湾施設の建設計画が進められている。サ ンダ
カンで も、 フィリピンとの間で同様の計画が進め られている。インドネシアか らの
お もな輸入品 として認め られてい るのは、木材(1998-2002年)、ロタン(籐)、
市場用の乾物品などである。こうした公認 された品 目のほかに、多量の禁制品の流
出入がある。あるブギス人 は、「財 をつ くる秘訣はバ ーターにある」 と語 ったが、
それはそうした禁制品の持ち込みを意味するのだろう。
イン ドネシアか らサバへの密輸の中でで もっとも問題視 され、かつ規模が大きい
のは木材である。イ ンドネシアでは1980年代森林保護iの立場 から丸太材の輸出 を
禁止 していたが、1998年に禁止が一部解 除されると書類偽造 などで不法 な伐採 が
加速 される結果 となり、マ レーシアに輸入 される木材の70%は 盗伐材 といわれる
ほどになった。そ うした盗伐 は、マ レーシアを経由 してさらに中国、日本 などにも
輸 出されている。一方、マ レーシア政府 も、イン ドネシアからの安価 な材木の流入
から国内の材木市場 を保護するために、2002年にはイ ンドネシアか らの材木輸入
(合法材、不法の盗伐材 を問わず)を 禁止 し、ニュージーラン ドか らの木材輸入を
促進する措置をとっている'8)。こうした動向を見 るだけでも、盗伐材の輸 出入問題
が、イン ドネシア とマ レーシア という二国間の問題 にとどまらず、国際市場の動向
にもかかわる問題 で もあることがわかるだ ろう藍9)。こうした背景の中で、近年 で
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は、サバの企業家が直接製材機械 を東 カリマ ンタンに持ち込み盗伐に関わったとし
て検挙 されている。 また、ブギス企業家の中には、二重国籍 を利用 し、サバと東カ
リマ ンタンとの間を頻繁に行 き来 している者 もいる20)。
木材 よりも、 よりローカルな密輸品 として、米、 タバコがある。米は日曜市場 に
出回るが、密輸 タバ コ、 とくにインドネシア製の丁字入 りタバ コの存在 は、非常 に
身近 な存在である。たとえば、 タワウの町では、夕方ともなれば、屋 台や レス トラ
ンのどこで も、小 さな木箱 を首 にさげてタバ コを売る少年や若者の姿を見かけるこ
とがで きる。マ レーシアでの丁字入 りタバ コの価格は、イン ドネシアでの価格のお
よそ2倍 であるから、それを持ち込めば誰でも比較的容易 に簡単なビジネスができ
るのである。
こうしたイン ドネシアか らの密輸品に比べて、マ レーシアか らインドネシアへの
密輸品の中には非常 に危険 な物 も含まれる。2001年には、フィリピンから入手 し
たという銃器 ・火薬類の運搬人イ ンドネシア人12人 とマレーシア人2人 がタワウ
で逮捕 されたが、アンボンのイスラーム教徒に手渡すためであった といわれる21>。
また、「コンパス」紙 は、東 カリマ ンタン州 タラカン市内の倉庫で押収 された約2
トンのニ トロ ・アンモニア化合物(爆 薬材料 となる)が タワウより密輸 されたもの
だと報 じている22)。
】Vサ バにおけるブギス人一ケース ・スタデ ィ




セ ントはイ ンドネシア人であると語 った。エステー トでの労働の大半は、働 き手 と
してしばしば不法労働者に任 されている。 というのは、地元の人は、アブラヤシ農
園での きつい仕事 を好 まず、また不法労働者 にとっては、宿舎 と食事付 きで、 しか
も官憲の手が及びに くい外部 とは隔離された場所で過 ごす ことは少な くとも当座は
好都合 だからである。 といっても、エステー トだけではな く、町中で も比較的容易
にブギス移民 を見つけることができる。それは市場の野菜売 りや魚売 り、食堂の ウ
エイター、ウエー トレス、お手伝 いさん、そしてタクシー運転手 などである。コタ
キナバルの空港 に降 り立ち、タクシーを拾 うとその運転手の大半 は華人かブギス人
である。マレー系の顔を していたら、その7割 方がブギス人だ と考えて もいいだろ
う。コタキナバルを含むサバ西海岸地区のタクシー運転手組合の登録会員約1300
のうち、600人ほどがブギス人だといわれる。一方、 タワウの場合は、空港 に出入
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りしているタクシー-25台のうち23台をブギス人が運転 しているとい う23)。
つぎに3人 のブギス人を紹介 しよう。その3人 は、ボーダーに関 してそれぞれ異
なる関わ り方 をしてきた人々である。最初に紹介するハジ ・スンナンはマ レーシア
独立以前のサバで生 まれたという意味では、生まれつきのマ レーシア人である。つ
ぎのハ ジ ・パ ッティロ氏 は、マ レーシアの独立直前にイ ン ドネシアか らサバ に渡
り、後にマ レーシア国籍を取得 し、現在ではマ レーシア人として生活 しているタク
シー運転手 の古参である。最後の、リッキーは、10数年前にマ レーシアに密入国
したものの、その後パスポー ト、 ビザを取得 して再入国 し、 タワウ郊外の合板工場
で働いているインドネシア人である。
4-1ハ ジ ・スンナ ン(1927年、カンポン ・スンガイ ・イマム生 まれ)
最初に紹介するハジ ・スンナンは、 タワウに住む最年長者の一人として、ブギス
人から慕われていた人物である。同氏 は1927年にタワウ郊外のカンポ ン ・ス ンガ
イ ・イマムに生まれた。同集落は、古 くか らブギス人のカンポンとして知 られてお
り、ハジ ・スンナンの少年時代、そこには約20世帯あって、ティ ドゥン人の一世
帯をのぞ くとブギス人世帯であったという。ハジ ・スンナンの父親 は南スラウェシ
のワジョ地方出身であ り、当初は集落で商売 をしていたが中国系商人が進出してき




-・Toli)、ドンガラ(Donggala)に送 り、スラウェシか らはコブラを もってきた。武
器は、フィリピンのスル ック人か ら中国人商人を経由 して入手 した といい、'2年間
そうした商売 を続けてか ら、その ときの利益 をもとでに魚商人 に転 じたとのことで
ある。
ハジ ・スンナンは、生涯 に5人 の女性 と結婚 している。最初の妻はパ レンバ ン ・
チナ(6人 の子 ども)、2人目がブギス人、3人 目がバンジャール人、4人 目がエ ン
レカン人(エ ンレカ ンは南スラウェシの県名。ブギス と トラジャの居住地域の中間
に位置する)、5人目がジャワ人で計21人の子 どもがいる。その子供たちは現在、
クアラル ンプルに4人 、コタキナバルに5人 、ラブアンに4人 、インドネシア(サ
マリンダとボゴール)に3人 、残 りは タワウにい る。メ ッカ巡礼 のときには、ボ
ゴールにいる娘 に手配 してもらい、イン ドネシアからの巡礼団に加わったという。
ジャワ人の妻からの息子 は、ブルジャヤの時代 にサバ州議員 になった有力者で もあ
る。 どの子 どもたちは、それぞれ社会的に成功 している。
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4-2ハ ジ ・パッティロ(1940年バ リックパパン生まれ、コタキナバル在住)
ブギス人の タクシー運転手が現れ始めたのも1980年代 からだ とい う。1970年代
当初は交通 ・運輸業 といえば、華人が多数 を占めていたが、そこにじょじょにブギ
ス人が参入 し、町と町を結ぶバス経営 に乗 り出す者、そ して自営でタクシー業 を営
む者が出てきた。多 くの華人 にとっては、タクシー運転手になることは、それほ ど
割の良 くない ビジネス もしれないが24)、ブギス人にとってみれば、自前で車 をもち
人 に指図されずに自由な時間に仕事 をすることは、それな りの 「ステイタス」であ
る。つ ぎに、コタキナバルにお けるタクシー運転手の最古参の一人 といわれるハ
ジ ・パ ッティロの経歴 を紹介 しよう。
ハ ジ ・パ ッテ ィロは東カリマンタン州のバ リックパパ ンで生 まれた。父親 は南ス
ラウェシ、ボネ県の トンラ出身である。バ リックパパ ンでは父親の手伝いで農業 を
していたが、1961年にタワウにやってきて、 トンラ出身の女 と結婚 し二人 の娘が
いる。1963年までBALエ ステ 一ー・トで働 いた。その当時、タワウから上陸するには
身元保証人がいればよく、BALエステー トには父親のイ トコがすでにいたので容
易 に身元保証人を見 つけることができたという。
1963年、BarisanMenbebaskanRakyatSabah(「サバ 人民 解放 戦 線」)に加 わ っ
た。メ ンバーは約2000人お り、ジ ャワ人、ブ トン人 も含 まれた とい う25)。しか
し、1964年に逮捕され、1967年まで監獄 にいた。釈放 されてか らは、タワウにも
どって生活することは許されず、コタキナバルで監視 されなが ら暮 らさなければな
らなかった。その時期、毎朝6時 に家 を出て、夕方6時 には帰宅 しなければならな
い生活だった。最初の1年 間は、港湾で働 き、そこで車の運転を覚えた。公共事業
局で も1年 間働 き、その後、ふたつの日系の建設会社、ケニンガウでの木材運搬業
を3年 間、それか らまた港で1年 間、といった具合に仕事 を転 々とした。そ して1980
年か らタクシー運転手を始めた。その当時は、ブギス人のタクシー運転手は稀で、
ダエ ン ・マララの方が同氏 より先 にいるだけだった。そ して、1981年には 自分の
車で仕事 をするようにな った。 またこの間、1975年に通称 「赤 いカー ド」(kaアtu
merah)と呼ばれる永住権 を、1985年には国籍を取得 しているが、前科が あったた
めに国籍取得 には通常 よりも時間を要 した という。
タクシー運転手 という 「ビジネス」についてハ ジ ・パ ッティロはこうい う。
「タクシーなど運送業 とい う職業は、ブギス人に とって とりやすい職業 だった。
私は港湾の仕事でフォークリフ トを扱い、車の運転を覚えた。伐採キ ャンプで もそ
うやって車の運転 に慣れた者が多い。商売(ビ ジネス)が で きるようになったの
は、Berjaya政権の時代 であ り、それ以前は、命 じられて働 く(人 に使 われ る仕事
をする)だけだった。Berjayaの時代、ブギスはマレー人 としてブ ミプ トラ(bumipu-
tra:法律的に認め られた在来民 としての地位)と して扱われた。けれ ども、PBS
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(「サバ統一政党」)の時代 になるとブギスに対 して差別が始まった。たとえ国籍 を
取得 して も両親がブギスならば、伽〃吻競 αとして扱 われなかった。ブギス人の タ
クシー運転手がふえたのは、1990年、UMNOに なってからだ。」26)
タクシー運転手のなかには、ハジ ・パ ッティロと同じように、エステrト や伐採
キャンプを転々 として働いた後 に、運転手を始める者が多い。最初は他人名義の車
を運転 し、得た資金で自分の車 を購入する というパター ンが多い。あるカダザ ン人
の運転手 によれば、ブギス人は1台 の車 を3人 で使 い回 しすることでいつ も車を稼
働 させている。それで儲 けが上がれば、車を追加 し新たに仲 間を運転手 に引 き入れ
るのだ という。一方、ブギス人 になぜ、 タクシー運転手にブギスが多いのかという
問いに対 しては 「誰にも命令 されず に自分の思うような時間に働 くことができる」
という答えが返 って くる。パ ッティロ氏の話 しにあるように、伐採キャンプにいる
間に車の運転 を覚える機会があることも大 きな要因だろう。運転技術 は、キャンプ
地を転 々としている間に身につけられる数少ない技能のひとつであ り、マ レーシア
での生活の目途がたってか らはその技能 を生計 に生かす というわけである。ブギス
語には 「泥棒で もいいからボスになれ」 といった格言のような ものがある27)。タク
シー運転手はブギス移民 にとって、「自分 自身がボス になれる」の数少 ない職種の
一つなのである。
4--3リ ッキー(1972年ボネ県マル生まれ、合板工場勤務)
っついて紹介するのは、タワウか ら約20キ ロ離れた郊外 にある 日系合板工場で
働 くラッキーとい う男である。彼の生活の場は、工場 と工場近 くにある寮であ り、
タワウ在住のブギス人 とは、ほとんど交流 をもっていない。
リッキーは南スラウェシ、ボネ県南部のマルに生 まれた。 トンラと並んで移民を
多 く排 出する地域である。中学を中退 してか らは、ぶ らぶ らしていたが、17歳の
時に兄 と一緒にタワウにきた。その当時、すでに結婚 していたが、後 にその妻 とは
別れて しまった。「自分 はこちらで生活するか ら、別れてもいい」 とい う内容の手
紙 を送 ったという。
ウジュンパ ンダンか らタラカンを経て、ヌヌカンへ行 き、そこか らタワウへ入っ
た。暗い時間には容易 に入国可能だ という。ヌヌカンまで来た ときには持 ち金がす
っか りな くなった。衣服 もなにもそこで売 り払い小銭 をつ くった。最初は密入国 し
た。金ができてからヌヌカンにもどり、パスポー トを作 り、あ らためて入国 した。
その ときからラッキー とい う名前に変 えた。「ブギスは新 しく身分証明書 を作ると
きに名前を変える。で も、自分はまだ1度 しか名前 を変えていないよ」 とリッキー
はいう。
1989年タワウ郊外の タンジュ ン ・バ トゥの工場 で5年 間働いた後、サバ中部の
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ケニンガウへ、それから現在の工場 に移 り、すでに4年 になる。最初は、兄 と一緒
に来たが、兄は タワウで10年間働いてか ら南ス ラウェシに もどり、今ではパ ロポ
でカカオ栽培 をや っている。
ここに勤め始めたのは、人を募集 しているという話 しを知人 を介 してだという。
タワウには人材探 しのエイジェンシーがあ り、その配下(kakitangan)にはブギス
人とか、 フィリピン人 とかがいる。 しか し、ひとつの仕事 を得 るのに20リンギ ッ
トと仲介料が高い。雇い主が出国費用とか全部 もつ場合 もあるが、逆に借金でずっ
とエステー トで働かせ られる場合 もある。
リッキーが勤める工場にはお よそ300人の工員が働いてお り、そのうち50人ほ
どがブギス人だという。工員の8割 近 くを占めるのは、工場周辺の村か らやって来
る娘たちである。昼夜交替制で、 トラックが彼女 らを送迎 している。ラッキーの役
目は現場監督であ り、工員同士のもめごとの調整役 をす るなど工場経営者側の評価
は高い。彼の入国の仕方は、 自ら語っているように、 まず密入国であ り、資金 を得
てか らいったんイン ドネシアに戻 りパスポー トを申請 し、ビザを得て再入国 してい
る。故郷にいた妻 とは別れ、名前 を変 えて彼はサバ に上陸 している。現在、 リッ
キーにはサバで出会 った妻と子 どもがお り、現在の仕事 をず っと続けたいという考
えをもっている。実際、 リッキーにとって、ボーダーを越 えるということは、彼 自
身のアイデンティティを変えることだったのか もしれない。
Vま とめ
本稿の目的は、サバ という境界領域におけるブギス人出稼 ぎ ・移民の生活戦略の
あ り方を見ることだった。その特徴 についてここでまとめることにしよう。
まず、概括的に述べ るならば、サバには4つ のタイプのブギス移民が存在する。
(1)いわゆる不法労働者 と呼ばれる人々:ブ ギス移民 の大部分 を占める男性の多
くは、官憲の取 り締ま りの手が届 きにくい、エステー トや工場、建設現場で働 いて
いる。木材業が盛んだった70年代 には、エステー トと並んで伐採キャンプが有力
な職場であった。サバへの女性労働は、食堂 ・レス トランのウエー トレス、お手伝
いさん、工場な どである。男性2に 対 して女性1と いわれてお り、男性労働が中心
である。
(2)長期滞在者 ・国籍取得者:1950年代の英領北ボルネオ統治時代 にサバへやっ
て来た者の多 くはBALエ ステー トで働 き、定年退職 まで勤 めている。また、前節
のハ ジ ・パ ッティロのように、永住権、 さらにはマ レー シア国籍 を取得 して タク
シー運転手 になった者の多 くは、遅 くとも1970年代にはサバ に入国 し、エス トー
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トと伐採キャンプでの労働 を経験 している。 また、この中には、イン ドネシア国籍
をも保持する 「二重国籍」者 も多 く、イン ドネシアとの継続的なコネクシ ョンを利
用 して公的 ・私的な輸入輸出(密 輸)ビ ジネスをおこなう者がいる。
(3)サバ生まれの移民二世及 びその子孫:前 節 にあげたハ ジ ・ス ンナン氏がその
例である。北ボルネオ時代にサバで生 まれた例はそれほど多 くないが、マレーシア
独立以前 の 「マ レーナ ショナ リズム」 を経験 し、1946年にタワウで設立 され た
「タワウ ・ムラユ民族協 会」(PersatuanKebangsaanMelayuTawau)に参加 して い
る28)。ハジ ・スンナン氏の ように商業 を生業 とする者 もいれば、イギリス統治時代
に公務員 になった者 もいる。
一方、第二次大戦後 に生 まれた移民二世(先 の② の次世代)は 、マ レーシアにお
いて高等教育 を受 け、幹部公務員、銀行員のほか、技術者、医者など専門職 に就 く
者が現れている。 この世代は1984年に 「サバ ・ブギス福祉協会」(PersatuanKebaJ'i-
kanBugisSabah)を結成 している29)。
(4)越境パスを利用す ることでヌヌカン、スバ ティック島 より物資 の搬出入 をお
こなうブギス人である。すでに東 カリマ ンタンでの生活が長 く、かれらは自身で野
菜、物資を持ち込み日用品市場で商売するほか、密輸 ビジネスの運搬役を しば しば
担 っている。かれ らか ら見れば、タワウは東カリマンタンから連続す る生活圏の一
部であ り、 タワウはその中で欠 くことの出来ない重要な商売先になっているのであ
る。
イン ドネシアとマ レーシアの農業開発のあ り方 は大 きく異なる。インドネシアに
おいては近年 まで国家主導 による、農民個人の技量 と努力 に依存 した農村開発が進
め られてきたのに対 して、マ レーシアでは、企業 を中心 としたエステー ト(農 園)
開発が主流であった。 これを移民の立場から見 ると、イン ドネシアでは家族 ・親族
を労働力 として動員 し、集団的に生業 に従事することが可能(「開拓型」)であるの
に対 して、マ レーシアでは、個人中心の労働力が もとめられるだけである。す なわ
ち、サバでは、スマ トラに多 く見出 されるような自発的な開拓者(transmigranspon-
∫伽)と して生 きることは、ほ とんど不可能なのである。イン ドネシア国内におい
てはそれほど省み られることのないタクシー運転手 という職種が、サバにおいては
ブギス移民 を特徴づける生業 となっているのは、そうしたサバにおける労働環境、
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査 の機会 を与 えて下 さった関係諸機 関に深 く感謝の意 を申 し上げ ます。
なお、2006年3月欄筆 してい るので、 それ以降 の諸変化(統 計 的事実 も含 む)は 、反 映 されて
い ない。
注
1)本節 では 「移民」(migrant)とい う語 を、長期 滞在者 、出稼 ぎ者 をも含 む意味 で用い てい る。
実際、 当初 か ら移住 目的 でサバ にや って来 る ものは少ない と一般 に言 われてい る。
2)正 確 には、マ レー シア、サバ州であ るが、本稿 では と くに必要 のない限 り、サバ と表記 する。
3)本 来 、ヌヌカ ンの住民 を対象 に支給 され る もので、家族親族訪 問や社 会的活動 を 目的 と して最
長30日間の タワウ滞在 が許可 され る。 法的 には、南ス ラウ ェシ出身者が越 境パ スを入手 す るた
め にはヌヌカ ンに6ヶ 月以上 滞在 してい るこ とを証 明 しなけれ ばな らない。注10も参照。
4)後 述す る 「カ ンポ ン ・イマム」が、現存す る集 落 として は、 もっ とも古い ブギス人集 落であ る
と言 われている。
5)「プア ・ア ド」 とは個 人名で はな く、一一種の称号 で ある。た とえば、1681年にサマ リ ンダの ブ
ギス集落 を拓いた とい うわれる ダエ ン ・マ ンコナ も最初の プア ドである とい われる。
6)BritishNorthBorneoHerald,1901.p.291"OdetopenghuluPuado,GovemmentChieftain,Tawao"
7)当 初 、プラ ンテー シ ョン事業 に参入 した折 田一はの ちに漁業 に転 じ、「ボ ルネオ水産 公司」 を
設立 している。詳 し くは、松本[1981]を参照。
8)1950年か ら始 まる カハ ル ・ムザ ッカ ルの反乱 は、ま もな くイス ラーム国家 建設 運動(ダ ル ー
ル ・イスラーム)と なって、イ ン ドネシア国軍 と10年間に及ぶ戦闘 を繰 り返す ことになる。
9)こ の時期 サバ に渡 ったって きた者の 中には、イ ン ドネシア国家 に反旗 を翻 した ダルール ・イス
ラームの 旧メ ンバ ーが相対 的 に多 い。現在、サ ンダカ ン近郊 でエス テー トを経 営 す るA氏 は、
もっと も裕福 なブギス人 と もいわれ るが、反乱 軍の中隊長 を務 めた人物であ るこ とが ブギス人 の
間で知 られてい る。
10)Ongkili[1989]を参照 。
11)当時 の環 境大臣エ ミル ・サ リムの発言
「1980年の調査 による と南 ス ラウェシか らの転 出先 は東 カ リマ ン タンに移っ てお り、511,725
人 の転 出人口の うち17%が東 カ リマ ンタンを 目的地 としている。… また大部分 が小学校 卒業程
度 の学歴 で、農業従事 者で ある点で ある。。。」(1984年5月26日付 け 「プ ドマ ン ・ラヤ ッ ト」
紙 より)。なお、私が ボ ネ県 トンラ郡で お こな った転 出台 帳の調 査 に よる と、1986年一1988年
(8月)まで の延べ72人 の うち、 ヌヌカ ンが47名 と全 体 の65%を 占 め、東 カ リマ ンタ ン州 を
目的地 とする者 は73.6%にも達 してい る。 これ に対 しスマ トラの ジャ ンビ、パ レンバ ンへ はわ
ずか7名 に過 ぎない。
12)サバ政府 は、不法居住 地で暮 らす26000世帯 を目標 に、低価 格住居の建設 を予 定 してお り、2006
年 にはその10%を 実現 した という(2006年2月13日付け 「デイ リー ・イクス プレス」 紙)。
13)2002年3月12日付 け 「デ イリー ・イクス プレス」紙。
14)新聞記事 の`travelingpass'とは、 イ ン ドネ シア語で いう`PasLintasBatas'(越境パス)に 該当す る
と考 え られるので 「越境パ ス」 と訳 してお く。
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15)同時 に、その取 り締 ま りに より、総計25キ ロ入 りのイ ン ドネ シア産 米袋67個、 フィ リピン製
ワイ ン24本、 イ ン ドネ シア製 タバ コ24カー トンが押 収 され た とい う(2001年3月22日付 け
「デイ リー ・イ クス プレス」 紙)。この品 目か ら、
16)サバ か ら脱出 した不法労働 者たちで溢れ かえったヌヌ カン島では収容施設、食糧 の不足 と衛生
環境 の悪化が生 じ、死者 が出た。 フィリピンで も同様 な事態 に陥ったため、人権 的 な見 地か らマ
レーシア政府に抗議 した。
17)たとえば、バ クティアル ・アラム1998(mimeo.)「東 カ リマ ンタ ンの越境 労働者 」。 また、「イ
ン ドネシア人労働者が いなければマ レーシアのエステー ト経営 はで きな い」 とい うユ ス フ ・カラ
現副大統 領の発言。
18)「マ レー シア、 イ ン ドネシアか らの木材 輸入 を禁 止」2002年6月13日付 け 「デイ リー ・tエク
ス プ レス」紙。
19)サバ の企 業家が製材機械 を東カ リマ ンタン側 に持ち込み、積極 的に盗伐 に関与 して いる との報
道が あ る。サ ンダカ ン郊外 で油ヤ シエステ ー トを経営 す るブギス 人企 業家A氏 も、最 近 は東 カ
リマ ンタ ンに本拠地 を移 し、伐採 ビジネス を始 めてい る。
20)マレーシア国籍取得後 もイ ン ドネ シア国籍 を保 持する ことで、その立場 をビジネス に利 用す る
ケ ースがある。
21)2001年8月18日付 け 「デ イリー ・エ クス プレス」 紙。 アンボ ンで は、地元民 であ るキ リス ト
教徒 とブギス、ブ トン、 マカ ッサル人 に代表 される外来の イスラーム教徒 との 問で抗争 が続い て
い る。
22)2002年7月14、16日付 け 「コンパ ス」紙。 なお、ニ トロ ・ア ンモ ニア化合物 は、爆弾 漁 に使
用 される可能性が高い と考 え られる(赤 嶺淳氏 との私信 による)。
23)2001年、ブギス人が運転す るタク シー にタワウ空 港か ら乗 ったときの情 報であ る。
24)コタキナバルで タクシー業 を営 む華人の ピーター氏は、かつ ては輸 出業 をおこな い、 日本 にも
何回が訪 れたこ ともあ る。 しか し、事業 に失敗 してか らは、 タクシーを運転 している。
25)スカル ノの対 決政策 に賛 同 した組織 と思 われ るが 、この組織 の詳細 につ いて多 くを語 らず不
明。
26)多くのブギス人がマ レーシア国籍 取得後 も、被差 別感情 を抱 いているの は事 実で ある。それ ゆ
えに、多 くの前で は 「ブギス人」 出身で ある ことを隠そ う とした り、「ブギス といえ ば出世で き
ない」 とい う者 もい る。
27)元ハ サヌ デ ィン大学教 授 で郷 土史 に詳 しいア ンデ ィ ・ザ イナル ・アビデ ィ ン氏 との私信 に よ
る。
28)これ については伊藤[2002]を参 照。
29)同団体 は、一時 は会 員2万 人 を越 える勢い を もったが 、1999年週選挙 にお け る会員 のニ セIC
(身分 証明書)に もとつ く有権者 投票 問題 を発 端 と して、2002年よ り活動停止 状態 にある。 こ
れ に替 わ り、よ り小 規模の 団体再結 成の動 きが ある。
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